
令和６年度 第３回 双葉小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時   令和６年７月 31日（水）14時 00 分から 16 時 00 分 

２ 開 催 場 所   双葉小学校 学習室ほか 

３ 出 席 委 員 河邊 忠一、平岡 廣二、加藤 泰弘、伊東 敏郎、水野 久美子 

大羽 恵子、蓑 悦子、大嶋 雅也、木村 理 

４ 欠 席 委 員   冨田 秀二 

５ オブザーバー 加藤 晴康（南部協働センター館長） 

６ 学校支援コーディネーター  岡野 真知 

７ 学 校   藤井 隆志（校長）、滝川 宏美（教頭）、浅井 功平（教務主任） 

馬渕 康枝（ＣＳディレクター） 

８ 教育委員会  鈴木 陽子（教育総務課） 

９ 傍 聴 者   なし 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 馬渕 康枝 

11 議長の選出 

司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、水野委員を推挙す

る旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項 

（１）学校運営協議会についての動画視聴 

（２）グループ協議 

（３）全体熟議 

13 会 議 記 録 

司会の教頭から、委員総数 10 人のうち９人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

（１）学校運営協議会についての動画視聴 

議長の指示により、｢学校運営協議会の円滑な進め方について｣をテーマにした動画を

視聴した。 

 

 （２）グループ協議 

   議長の指示により、A～Eのグループに分かれて、①動画視聴の感想、②１学期の学級

の取組や表れ、今後の活動予定等の情報共有、③中間評価結果についての意見交換、を

テーマに各グループごとに協議した。 

 

  ①動画視聴の感想 

  【A グループ：河邊会長、大羽委員、職員（浅井、西川、築地）】 

   委員として会合に出ているだけではなく、当事者意識を持つようにしたい。 



  【B グループ：平岡副会長、簑委員、職員（長谷川、齊藤、田口）】 

   昔の PTA がやっていたことと運営協議会がやっていることは変わらない。PTA と CS と

で活動が広がっていくのではないか。教室をいろいろな立場の人に見てもらうことで 

  子供たちにとって理想的な環境ができるのではないか。 

  【C グループ：水野委員、木村委員、職員（畑、章太、馬渕）】 

   地域の方とつながり共に歩んでいくことが大事である。 

  【D グループ：加藤委員、大嶋委員、職員（植田、さやか、滝川）】  

   学校運営協議会の活動を知り、今後参加するようになればより分かると思った。 

   協議会の意味が分かった。協働センターとの情報共有が今後の課題で、｢ともに｣を念

頭にどう次につないでいくかを考えていきたい。 

  【E グループ：伊東委員、岡野 CD、職員（光輝、袴田、河野）】 

   委員としていつでも学校に来てよいということでも、行事などの案内がないとなかな

か行けない。 

動画の内容が盛りだくさんで、じっくり資料で見たいと思った。 

  

  ②１学期の学級の取組や表れ、今後の活動予定等の情報共有 

  【A グループ：河邊会長、大羽委員、職員（浅井、西川、築地）】 

５年生 単級での気づき、いろいろな経験を共有して話合い活動も活発に、リラック 

スしてやりたいことにチャレンジできている。 

   わかば４組 学校に慣れる１学期だった。 

  【B グループ：平岡副会長、簑委員、職員（長谷川、齊藤、田口）】 

   わかば 植物を育てたり一緒に遊んだり、縦割り活動ができた。 

   低学年 生活科で校庭や公園での自然探しをした。 

   ６年生 １年生とペアを作り６年生としての自覚ができた。子供たちが主体的に動く 

ことができた。 

  【C グループ：水野委員、木村委員、職員（畑、章太、馬渕）】 

   ３年生 女子が元気で高学年のような女子同士のトラブルも少しずつ感じる。 

       他者意識が芽生えてきた。 

   わかば１組 支援員のサポートを借りていいスタートができた。 

         生活科では地域の方に教えていただいたり保護者の方にもお手伝いして 

いただいたりした。 

  【D グループ：加藤委員、大嶋委員、職員職員（植田、さやか、滝川）】 

   少人数の強みを生かして縦割り活動やキッズチャレンジビジネスで自主性や主体性を

身に付けていけるよう指導、支援したい。 

   

 



【Eグループ：伊東委員、岡野 CD、職員（光輝、袴田、河野）】 

   ４年生 素直な子たちで子供らしさが見られる。子供が主体的に考え取り組んでいく 

よう働き掛けていく。 

   わかば３組 １学期はお互いを知って優しい言葉で接することを心掛けた。 

         気持ちのコントロールが課題。 

 

  ③中間評価結果についての意見交換 

   子供たちは高く評価していて自信をもっているのかなと感じた。保護者の方が厳しく

期待の高さが伺えた。 

 

 （３）全体熟議 

   議長の指示により、委員の方々の意見交換が行われた。 

・ 全職員参加の学校運営協議会は有意義だった。教育者ではない者の考えも伝えられ 

るグループ協議だった。(木村委員) 

・ 運営協議会は保護者や地域の方、先生方と意見を交えることで「ともに」につなが 

る。今後もこのような機会を設定してほしい。(大嶋委員) 

・ 先生と話すのは初めてでしたが、親しみがわいて良かった。積極的にコミュ二ケー 

ションを取りたい。(伊東委員) 

・ 運動会は私たちも楽しめるプログラムになっていた。中間評価結果は保護者の期待 

の高さを感じた。(大羽委員) 

 

その他報告事項等 

学校支援コーディネーターの岡野様から学校ボランティア登録状況と 1学期の活動報告 

があった。 

 

司会から、次回会議は、令和６年 12 月 10 日(火) 14 時 30 分～16 時 00 分に会議室で 

開催する旨の報告があった。 


